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令和 6年度 安全スローガン  事故の芽は 油断・慢心 気のゆるみから 

5月の事故事例 

●受託 5 件（傷害 3・賠償 2） 

13 日 チェンソーの電源を入れたまま伐採木に向かう時、チェンソーの刃が左手親指と人差し指の間に接触し、5 針縫うケガをした。 

13 日 剪定作業中、三脚に登りエンジンチェンソーで高さ 4ｍ程の枝木を切っていた時、バランスを崩し転落、腰部を打撲した。 

13 日 三脚を使用し剪定作業中、電柱から伸びていた光ケーブルの保護線（ｽﾊﾟｲﾗﾙﾊﾝｶﾞｰ）に電動トリマーの刃が接触、切断した。 

15 日 就業前、バイクを止める際にバイクのスタンドが側溝の穴に入り、体勢を崩しバイクと共に転倒、背中を骨折した。 

17 日 草刈作業中、草刈機の刃が石灯篭に接触し、欠けた刃が近くに駐車していた当センター2ｔ車の窓ガラスにあたり破損した。 

●派遣 1 件（賠償 1） 

 17 日 ピッキング作業中、商品を台車に積む時、台車上の商品に接触し落下させ、破損した。 

【会員の皆様へ】 

昨年の 6 月は、最も事故が多く発生しております。（13 件 全体 16％） 

一人ひとりの心がけ一つで「ケガ・事故」は防げます。いつも健康な 

身体で、無理せず、楽しく仕事をすることが最も大切です。 

●加齢による諸機能低下を十分に認識し、転倒事故を防ぎましょう。 

●仕事の行き帰り、交通事故に気を付けましょう。 

●こまめな水分・塩分補給で熱中症対策を行いましょう。 

 

受託・派遣も 就業前の安全チェック 

１．体調チェック（作業前の準備運動） 

２．作業現場の安全チェック（環境確認） 

３．作業内容（手順）のチェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

6月号 安全ニュース 

日頃の健康管理、就業現場の安全確認を徹底し、事故防止に努めましょう！ 

※各班長様は各班員様への周知方よろしくお願いします。 


